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インフルエンザ・新型コロナウイルスとともに過ごす季節がやってきました。 

二つの感染症（インフルエンザ・コロナウイルス）の感染症対策はすべて同じです。 

 

 

 

 

★★ 新型コロナウイルスの主な初期症状 ★★ 

            

 

 

 

 

★★ インフルエンザと風邪の違い ★★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野県のコロナウイルスの感染警戒レベルは依然高い状態が続いています。緊張感が少し薄くなってきて

いる状況もあります。ワクチン接種をした人も、油断はせずに引き続き、感染症対策をお願いします。学校

は、ウイルスが持ち込まれるとクラスターとなりやすい場所です。ご家庭では朝の健康観察を含め、前の日

から、調子が悪いようでしたら、翌朝は、熱を計ったり朝食の食べ具合などを見たりして、一日を元気

で学校で過ごせるかの判断をしてから送り出してください。 

 

気軽に相談に来てください。 

手洗い 密をさける マスク 換気 

発熱 

せきやのどの違和

感、のどの痛み 息苦しさ だるさ 

味やにおいがわかりにくい

（一部の人） 

筋肉痛・関節痛、強い寒気・

だるさが特徴的です 



お母さん（お父さん）のその一言で･･･ 

先日の新聞にこんな記事が掲載されていました。 R4.10.27  信濃毎日新聞より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SOS 

保健室にしょんぼりして入ってくる中 2男子生徒がいました。 

「どうしたの？」と聞いてもなかなか話を切り出しません。切なくなるようなことがあったのだろうと思いました。

そのうちぽつりぽつりと話し始めました。親から勉強のことを言われたようでした。「なんで できないの（勉

強）」「もっと頑張ってよ」「こんな状態なら、塾行っている意味がない」「これじゃあ、高校行かれないよ」子

どもは一言も抵抗できません。口答えしたところで大人（親）には勝てないと思っています。保健室に泣いて

やってくる生徒は、その行為が SOS として出せています。しかし、誰にも言えずに一人で苦しみ、自分の中に

どんどん思いをため込んで身動きが取れなくなってしまう子どももいます。子どもたちには SOS の出せる人

になって欲しいと思っています。 『何かをもっと頑張って欲しいとき』どんな声がけがその子をその気にさせ

るのでしょうか。 

〇その子の可能性を信じた声がけ 

〇良いところをほめて、良いところをもっと伸ばしていく声がけ 

(すると苦手なことにも挑戦しようとする気持ちが芽生えてきます。その時までぐっと待ちます) 

〇その子の以前の姿と今の姿の成長を認める声がけをします 

 （兄弟や他人、一般的なこととの比較は×） 

そして、１番は、安心して過ごせるように家庭環境を整えることです（親の役目） 

親も一緒に規則正しく生活をする、三度の食事、入浴、メリハリのある休日、子どもが出来ないことを親はや

ってあげることです。子どもがやることに手や口を出さなくても、子どもは親の背中をみて成長していきます。

言葉遣いや話し方、日々の行動、物事に向かう姿勢･･･。いかがでしょうか・・・。 

少し、厳しいことを書いてしまいました。子どもたちの切ない姿、可能性の芽を摘む声がけが聞こえてくるの

は辛いものです。お子さんの健康を一番に考えていきましょう。              保健室 古村 


